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研究成果の概要（和文）：本研究は、女性の継続就業に取り組む 22 の企業・団体における女性

のインフォーマルな「つながり」についての事例研究である。その成果は、女性の就業継続を

促進する諸要因を明らかにする上で、情報提供機能、情緒サポート機能、ロールモデル機能、

さらにはキャリア展開のための学習機能を有する、女性同士の「つながり」が重要であること

を示している。またそれを効果的に就業継続に結びつけるために、「つながり」の徒弟制化をは

かることと、組織的な立場を乗り越えることの可能性が示唆される。 

 

研究成果の概要（英文）：Female Japanese workers who have chosen to play multiple roles, 

such as those of wife, mother, and paid professional, often experience difficulty in 

career continuity. Some research and theory suggest that public policies that promote 

gender equality, childcare, and nursing leaves have positive effects on the career 

continuity of working women. Nevertheless, the impact of informal support has not 

been empirically evaluated. In this exploratory study, I focus on informal networks 

among female workers. Affirming the importance of supportive networks, I explore 

how they relate to female career continuity in Japan. In order to accomplish this 

objective, I collected interview data on female informal support networks from persons 

in charge of personal or gender issues in 22 Japanese companies or associations. My 

major findings are that these informal support networks have three principal 

functions: collecting and disseminating useful information on career development, 

offering emotional support in times of trouble, and providing role models for working 

women. Given the countermeasures to the dismissal or resignation of female workers 

in recent years, these findings can be utilized to examine the effect of informal 

networks on working women, which, in turn, may improve the social status of female 

workers and gender equality in the workplaces in Japan. 
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１．研究開始当初の背景 

本研究は、日本の女性労働者が長らく置か
れてきた労働環境における低賃金、定型的・
補助的な仕事、そして勤続年数の短さといっ
た課題に対し、女性が主体的にかかわること
の可能な「就業継続」に接近しようとするも
のである。 

女性の就業継続に関して、これまでに男女
雇用機会均等法の施行、育児休業法、エンゼ
ルプランの策定など、少子化対策と共に、
様々な法的規制が課せられ、経営管理に改善
がはかられてきた。さらに次世代育成支援対
策推進法の完全施行にともない、従業員の仕
事と家庭の両立に向けた、一般事業主行動計
画の策定が促進された。 

しかしながらこうした国や企業による就
業継続の取り組みが進み、就業環境が整備さ
れても、結婚や出産などのライフイベントに
よって女性の就業継続が抑制されている事
実は、制度的な支援以外でも女性が退職をす
る要因を緩和する必要があることを示して
いる。 

 

２．研究の目的 

上記を踏まえ、本研究は、女性の就業継続
取組企業の事例を検討し、制度面以外での就
業継続についての条件を探ること、とりわけ
労働現場における女性同士のインフォーマ
ルな「仲閒」や「つながり」（以下「つなが
り」とする）の可能性を探索しようとするも
のである。同性同士のつながりは、悩み事を
相談する、助言をうけるといった働きをする
だけでなく、仕事を「学習」する、さまざま
な情報を得る、さらには職場のメンバーとし
て認められ、かつ自身もメンバーの一員とし
て自己認識をもつといった点で不可欠の関
係である。本研究では、このように情緒的サ
ポートという点においても、学習・情報収
集・自己認識といった点においても要といえ
る役割を担っているつながりが女性の就業
継続にどのように関連しているか、その実態
を明らかにすることを主な目的とした。 

 

３．研究の方法 

（1）先行研究・文献資料・関連資料の検討  
主として以下の先行研究・文献資料・関連

資料をリストアップし、収集、分析した。①
女性の就業継続に関する新聞雑誌記事、関係
法令等、②女性労働一般、ジェンダー、各国
女性労働事情など関連文献、③インフォーマ
ル集団に関する基礎応用理論文献、④インフ
ォーマル集団に関する事例研究、民族誌的研
究、実証的研究、⑤統計局その他の女性労働
者ならびに事業所に関する 2次的なマクロデ

ータ。      
また以下で述べる聞き取り調査の対象と

なった企業・団体については、事前に CSR報
告書や社史を参照した。一部の企業からは社
内報や雑誌等の記事、内部資料を提供してい
ただいた。 
（2）聞き取り調査  
本調査の対象となったのは、「ポジティ

ブ・アクション情報ポータルサイト」
（http://www.positiveaction.jp/）に「ポ
ジティブ・アクション（女性の活躍推進）」
の取り組み事例として紹介されている 22の
企業であり、聞き取り調査を行ったのは 30
名。内訳は、以下の通りである。 
人事担当者 17名（内ポジティブ・アクシ

ョン担当者 9名）、その他管理者 7名、女性
従業員 4名、経営者 2名。聞き取りの内容は
ICレコーダーで記録し、音声記録を文字に起
こした上で分析した。分析にあたっては、定
性データ分析専用のソフトウェアである
MAXQDA を用いた。 
（3）事前質問 
聞き取り調査の事前に質問内容について

書状を送り、情報を提供していただいた。 
 
４．研究成果 
（1）組織的な志向との関連 
本研究の成果として挙げられるのは、女性

の就業継続が、組織が女性労働者をどのよう
に位置づけ、志向するかということと関連が
高いということである。22社は、それぞれが
一般事業主行動計画に基づき「ポジティブ・
アクション」施策を実行し組織的支援を行っ
ていたが、その内容を聞き取り調査から精査
していくと、「自社にとって女性労働者とは
何か」という問いに対する答えを示すものと
推測された。そこには「女性労働者を重視し、
必要があれば組織の大きな変革も辞さない」、
「企業イメージ向上のための『お飾り』とし
て『女性労働者を活用した』という実績をつ
くりたい」、「行動計画を仕方なく作成したが、
女性労働者の重要性は認めていない」等、そ
れぞれの志向性が反映されている。それらの
なかで、女性労働者を「お飾り」や「仕方な
く」でもなく、実質的な戦力として重視する
志向を持つ企業においては、女性の長期就業
が達成されており、組織的な志向に女性が適
応していることが示された。ただし女性労働
者自身のジェンダーに基づく戦略的なキャ
リア形成や、主体的な就業継続選択との関連
は見いだせなかった。 
（2）女性同士のつながりの機能 
また本研究では、女性同士のつながりが女

性の継続就業にどのように寄与しているか



が示された。女性同士のつながりは、同一職
場内の同僚・先輩・後輩といった組織人脈的
つながりにとどまらず、妊娠・出産・育児な
どに携わる者同士の「母親」つながりや、学
生時代からの同窓生的つながり、さらには
「あこがれ」的女性とのつながりなど広範囲
にわたる。そうしたつながりの役割は、まず
仕事のやり方や育児に関する情報のやりと
りなどの情報交換・発信である。また悩みを
打ち明ける、助言を受ける、共感的な応答を
得る等の情緒的サポートとしても機能する。
さらには、結婚、出産、育児、昇進などを経
て就業継続した者を自身のキャリア選択の
参照にする、役割モデルとしての機能を有す
る。とりわけ結婚・出産・育児などのライフ
イベントに直面する際に、役割モデルが与え
る影響は大きい。 
（3）「サバイバルの学習」という役割 
女性同士のつながりは、女性が組織の中で

就業を続けキャリアを展開する、つまり、女
性が「サバイバル」するための経験を学習す
る役割を担ってもいる。この点に関して、本
研究では、女性同士のつながりは、先に示し
た「情報提供」・「情緒サポート」・「役割モデ
ル」機能を有するだけでなく、企業という一
種の男性中心的社会における「サバイバー」
と後進の女性労働者の結びつきを促進する
ことが示されている。例えば、育児休業を取
ることが難しい職場でいかにそれを取得し、
復職するか。時間的な制約の中で、いかに家
事育児をこなし、仕事に取り組むか。悪質な
ものから些細なものに至るまで、受けるハラ
スメントにどう対処するか。圧倒的に少ない
女性管理職として実績を挙げるにはどうす
るべきか。このような仕事を続ける過程で生
じるさまざまな危機をいかに切り抜け、就業
中断に陥らなかったか、という経験を共有し
伝える役割が、女性同士のつながりにはみら
れる。 
（4）つながりの制限と分断 
ただし調査した 22 の企業・団体の事例に

共通していたのは、それは同じ部門・職場か
どうか、正社員であるか否か、一般職である
か総合職であるか、といった組織内の女性の
立場が、女性同士のつながりを制限もしくは
分断する傾向があるという点である。さらに
つながりの多くは、同一企業内もしくは部
門・職場内に限定的な関係、いわば「仲閒う
ち」の関係に細分されてしまい、ネットワー
ク的な広がりを持たない点も挙げられる。 
こうした性質は、ホステスクラブにおける

女性同士の関係を対象とした先行研究の知
見と大きく異なる。すなわち、ホステスのよ
うに、自営業的で、制度・組織的な就業継続
支援がほとんどなく、好むと好まざるとに拘
わらず、男性に「お仕えする」立場に置かれ
る女性労働者は、接客技術、収益の維持拡大、

キャリアの展開のいずれの点においても女
性同士の相互扶助が必須となる。それゆえ女
性同士のつながりが決定的に重要であり、徒
弟制的かつネットワーク的に「サバイバル」
の学習がなされている。 
これに対し、本研究における事例の女性た

ちは、正規・非正規を問わず雇用者であり、
大なり小なり制度組織的な支援があり、男性
中心的ではあっても、どちらかといえば男性
と「対等に働く」ことを求められている。そ
うした条件の下においては、仕事の習得、キ
ャリアの展開といった点で必要とされる社
会関係が、女性同士であることは必ずしも重
要でないため、おのずからその機能は限定さ
れ、「サバイバル」の学習は弱められる、と
推測されるのである。 
（5）つながりへの支援――徒弟制化と非境
界化 
（4）で述べた「つながり」の違いが示唆し
ているのは、就業継続促進のための女性同士
の関係を考えるにあたっては、それが徒弟制
的な性格を持つようになるか（徒弟制化）、
また組織的な立場を超えてつながるか、また
拡大するかどうか（非境界化）が鍵になると
いうことである。 
女性の就業継続のありかたは、女性の個人

的志向、国や企業による制度的支援、親族・
友人・職場などの社会関係のバランスの中で
決定される。これらのバランスに女性が適応
しつつ、かつ主体的に就業継続を選択するた
めに必要なことの一つは、情報交換・情緒サ
ポート・ロールモデル機能を持つつながりの
拡大であり、そして「サバイバル」経験の分
け合いである。本研究の示唆は、そのための
重要なインプリケーションを持つと考えら
れよう。 
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